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一般質問 （要旨）
一般質問は、定例議会において提案された議案に関係なく、
市の一般事務について市の方針をただすものです。

◎：会派等代表者 採決時の会派等構成員一覧です。

新 緑 風 会

自由民主党鈴鹿市議団　

市 民 の 声

諸派（公　明　党）

諸派（鈴　　　和）

諸派（日本共産党）

無 所 属

無 所 属

 ◎中西　大輔　　市川　哲夫　　薮田　啓介　　市川　　昇　　藤井　栄治

 ◎藤浪　清司　　船間　涼子

 ◎田中　　通　　南条　雄士　　

 ◎石田  秀三　　高橋さつき

 　矢田真佐美

 　池上　茂樹（議長）

 ◎河尻　浩一　　大杉　吉包　　水谷　　進　　山口　善之　　山中　智博　　曽我　正彦
 　加藤　公友　　松葉谷光由

（質問）南海トラフ地震臨時情報(巨大地震注意)

発表に伴い８月８日から一週間、市公式ライン

で連日関連情報を発信したが、1,000文字を超え

る長文で内容の重複も多く、きちんと読まれな

いことが危惧される。必要な情報を端的に分か

りやすく発信すべきではないか。

（答弁）気象庁の南海トラフ地震関連解説情報を

市公式ラインなどで自動配信したがＳＮＳで発

信するには長い文章であった。迅速性や正確性

を基本に分かりやすさに配慮し情報発

信に努める。

その他の質問 〇自治会と民生児童委員の負担軽減

防災情報の発信について

藤浪　清司 議員諸派（公明党）

（質問）１社応札や入札不調などが起こってい

る。市内業者が応札しやすい取り組みや、総合

評価方式に市内業者を下請けに入れることで加

点されるなど見直しを図り、公共事業が適正か

つ、活性化をもたらす方法について問う。

（答弁）総合評価方式の見直しを進めるに当た

り、市内業者の施工割合を高める取り組みや若

手労働者雇用を推進し、自社施工率を高める取

り組みなど、評価項目を検討する。建設業界の

活性化を念頭において、さまざまな対

応に取り組む。

その他の質問 〇幹線道路網

公共工事入札について

（質問）本市と市内企業が連携することで、子育

て世代の仕事と育児の両立がさらに進むと考えて

いるが、本市の市内企業との連携の考え方を問う。

（答弁）子育て支援は、行政や保護者、地域など

のほか、市内企業がそれぞれの役割を果たし連

携することで、より丁寧な支援が可能になると

考えている。企業との連携では、新たに企業型

『転入ママのつどい』の実施に向けて調整して

いきたい。

その他の質問 〇多様な子どもたちに対

応できる教員育成

安心して働き、出産・子育てできる環境
に向けて

（質問）児童生徒の心の小さなＳＯＳなどを教職

員が察知するため、児童生徒のタブレット端末

で利用できる「心の健康状態アプリ」が全国で

導入されているが、本市の取り組みを聞く。

（答弁）端末導入時に一部の小中学校で「心の天

気」アプリに実証的に取り組んだ。今後は、国の

研究機関と連携し「児童・思春期におけるオンラ

インメンタルヘルスケアシステム」（ココロボ・

ジュニア）のＡＩを活用した検証研究

へ本市の中学校の参加を検討する。

その他の質問 〇学校における働き方改革

生徒・児童の心の健康へのサポートに
ついて

藤井　栄治 議員新 緑 風 会 市 民 の 声加藤　公友 議員
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会派等構成員一覧

自由民主党
鈴鹿市議団 宮木　健 議員


